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＜会場MAP＞

JR西日本グループの最新技術・サービス・ビジネスを紹介
「JR西日本グループ イノベーション＆チャレンジ デイ」

「With コロナ・After コロナ時代の未来へのイノベーションとチャレンジ」をメインテーマとし、ＪＲ西日本グループの多領域にわたる技術・
サービス・ビジネスのご紹介を通じて、新たなコラボレーション、更なるチャレンジを創造していくイベントです。また招待講演や様々な事業
に関するパネルディスカッションなどもございます。

〒530-0011 大阪市北区大深町1-1（WeWork LINKS UMEDA 8F）　
メールアドレス：info@jrw-inv.co.jp

株式会社JR西日本イノベーションズ

アジア航測株式会社 / 関西工機整備株式会社 / 後藤工業株式会社 / 
ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 / 株式会社てつでん / 西日本電気
テック株式会社 / 株式会社富士電機製作所 / 株式会社JR西日本新幹線
テクノス / 株式会社JR西日本テクシア / 株式会社JR西日本テクノス / 株式会社
JR西日本メンテック / 株式会社JR西日本ITソリューションズ

出展パートナー

西日本旅客鉄道株式会社／株式会社日本旅行／株式会社JR西日本コミュニケーションズ／
株式会社JR西日本あいウィル／ジェイアール西日本商事株式会社

共同開催パートナー

主催・事務局

11/09   10
2022

水
日 時

場 所

木
11 月 09 日（水）12 時 00 分～ 17 時 30 分
11 月 10 日（木）09 時 30 分～ 16 時 00 分
グランフロント大阪北館 B2F
ナレッジキャピタル コングレコンベンションセンター

入場料無料

お申込みは以下のURL又はQRコードを読み取り、お申込みフォームへお進みください。
（お申込URL） https://e-ve.event-form.jp/event/39656/JRWICday 

事前申込

https://e-ve.event-form.jp/event/39656/JRWICday?g=entry


主催・事務局 ＪＲ西日本イノベーションズ 代表取締役社長　奥野　誠
新型コロナウイルス感染拡大や不安定な国際情勢により大きく世界が変容し、日々の生活においてもこれまでとは違うあり方を
それぞれが模索している状況となりました。私たちＪＲ西日本グループとしても、持続可能性や変化対応力、多様性を高めるた
めに、外部のパートナーと連携しながら、技術的な革新や新しいビジネス・ライフスタイルの提案などに取り組んでおります。
このイノベーション＆チャレンジ デイにおいては、そうしたグループの取組みの一端をご紹介し、新たなパートナーとの接点や
相互のビジネスチャンスを創出する場にしたいと考えております。是非私たちＪＲ西日本グループとともに、西日本エリアは
もとより、日本全体また世界の活性化や持続可能性向上にチャレンジしていきましょう。

講演会＆パネルディスカッション同時開催
様々な業界でご活躍のゲストをお招きし、開催予定。この場でしか聞けないトークセッションも。

展示テーマ（一例）紹介
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メタバース上の「バーチャル大阪
駅」、XR技術を生かした新しい
サービスの在り方など、最新技
術を体感していただきます。

ドローンやロボット、AIな
どを生かした鉄道事業
における技術開発、外
部パートナーとの連携
などについて紹介して
いきます。

鉄道事業により培われたデータ分析・
AI開発の業務実装ノウハウを活かした
ビジネス・商品等を紹介し、新しいビジ
ネスや共創活動を創出していきます。

MaaSやBRT・エアモビリ
ティなどJR西日本グループ
が描く、新たな交通サービ
ス、移動手段のあり方を提案
します。

メタバース・
XR技術の活用可能性

多様な交通サービス・
　　　　　　移動手段

鉄道事業と
最新技術の連携

新たなビジネス・
サービスの創造
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※本画像はイメージです
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